
(57)【要約】

【課題】多様な生活習慣の中で、誰もが利用しやすく継

続が容易な基礎体温測定装置を提供する。

【解決手段】使用者は就寝前に下着内部の収納ポケット

２Ａに体温測定装置１を挿入し装着する。体温測定装置

１は、タイマ１Dと加速度センサ１Hの決定した時刻に熱

流補償のためのヒータ１Ａが加温を開始、一定時間経過

後、計測を行い記憶する。起床後使用者は体温測定装置

１を情報表示装置３に収納すると、温度情報は伝送され

情報表示装置３に表示される。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 熱 流 補 償 の 機 能 を 備 え 、 下 着 内 部 に 設 け ら れ た ポ ケ ッ ト に 収 納 し 就 寝 中 の 特 定 時 間 の 皮
膚 側 温 度 を 計 測 し 記 憶 す る 手 段 を 持 ち 、 記 憶 し た 測 定 値 を 外 部 の 情 報 表 示 装 置 に 伝 送 す る
た め の 手 段 を 備 え た 体 温 測 定 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 熱 流 補 償 加 温 開 始 な ら び に 皮 膚 側 温 度 計 測 手 段 で 測 定 さ れ る 時 刻 は 、 内 蔵 さ れ る 加
速 度 セ ン サ に よ り 決 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 体 温 測 定 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 熱 流 補 償 加 温 開 始 な ら び に 皮 膚 側 温 度 計 測 手 段 で 測 定 さ れ る 時 刻 は 、 時 刻 を 計 時 す
る 内 蔵 タ イ マ に よ り 決 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 体 温 測 定 装 置
。
【 請 求 項 ４ 】
　 測 定 後 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ た 計 測 温 度 デ ー タ を 、 接 触 ま た は 非 接 触 の 磁 気 ま た は 光 を 媒
体 と す る 通 信 に お い て 外 部 の 情 報 表 示 装 置 に 情 報 伝 達 手 段 を 備 え る 請 求 項 １ 、 ２ ま た は ３
に 記 載 の 体 温 測 定 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 体 温 測 定 装 置 よ り 伝 達 さ れ た 温 度 情 報 を 蓄 積 、 管 理 ま た は 分 析 す る 手 段 を 有 し 、 視 覚 情
報 あ る い は 音 声 情 報 と し て 外 部 に 出 力 す る こ と を 特 徴 と す る 情 報 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 体 温 測 定 装 置 を 収 納 可 能 な 構 造 を 備 え 、 収 納 時 に 接 触 ま た は 非 接 触 の 磁 気 ま た は 光 を 媒
体 と す る 通 信 に お い て 前 記 体 温 測 定 装 置 に 充 電 す る 手 段 を 備 え る 請 求 項 ５ に 記 載 の 情 報 表
示 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 収 納 可 能 な 構 造 は 、 体 温 測 定 装 置 を 体 温 に 近 い 温 度 に 保 温 す る 手 段 を 備 え て な る 請
求 項 ５ ま た は ６ に 記 載 の 情 報 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 体 温 に 近 い 温 度 に 保 温 す る 手 段 に よ り 、 体 温 測 定 装 置 収 納 時 に 計 測 セ ン サ の 校 正 を
行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 、 ６ ま た は ７ に 記 載 の 情 報 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 体 温 測 定 装 置 の 電 池 消 耗 レ ベ ル を 表 示 す る 手 段 を 備 え る 請 求 項 ５ 、 ６ 、 ７ ま た は ８ に 記
載 の 情 報 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
蓄 積 、 管 理 ま た は 分 析 さ れ た 温 度 デ ー タ に 付 随 す る 使 用 者 個 人 の 情 報 を 入 力 、 記 憶 す る 手
段 を 備 え る 請 求 項 ５ 、 ６ 、 ７ 、 ８ 、 ま た は ９ に 記 載 の 情 報 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 蓄 積 、 管 理 ま た は 分 析 さ れ た 温 度 デ ー タ と 付 随 す る 使 用 者 入 力 デ ー タ を 、 通 信 手 段 を 介
し て 外 部 に 出 力 す る た め に 、 通 信 機 器 と の 接 続 手 段 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 、
６ 、 ７ 、 ８ 、 ９ ま た は １ ０ に 記 載 の 情 報 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 就 寝 中 に 体 温 を 計 測 す る 装 着 式 体 温 測 定 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 基 礎 体 温 に 近 い 温 度 を 計 測 で き る と 考 え ら れ る 方 法 、 時 間 帯 で 測 定 さ れ た 温 度 情 報 を 簡
便 に 蓄 積 し 、 ホ ル モ ン バ ラ ン ス の 指 標 と な る バ イ オ リ ズ ム を 表 示 し 、 妊 娠 可 能 期 間 や 次 回
月 経 開 始 日 予 測 等 の 情 報 を 提 供 す る 計 測 装 置 と 基 礎 体 温 情 報 提 供 に 関 す る 研 究 は 様 々 に 行
わ れ て き た 。 た と え ば 特 許 ２ ６ ５ ５ ６ ０ １ 「 基 礎 体 温 測 定 方 法 及 び そ の 装 置 」 、 特 許 ２ ９
５ １ ２ ７ ３ 「 婦 人 用 体 温 計 」 、 特 許 ３ ３ ８ ９ ０ ３ ３ 「 婦 人 体 温 計 」 、 特 開 平 １ １ － ８ ４ ０
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３ ６ 「 排 卵 日 を 知 ら せ る 腕 時 計 」 、 特 許 ３ ２ ９ ７ ６ ７ ２ 「 体 温 管 理 方 法 及 び 装 置 、 記 憶 媒
体 、 体 温 管 理 シ ス テ ム 」 な ど で あ る 。 計 測 端 末 に よ り 計 測 さ れ た 基 礎 体 温 を 記 憶 手 段 や 制
御 手 段 を 有 す る 端 末 や ホ ス ト デ ー タ サ ー バ へ 伝 送 し 、 被 計 測 者 が 判 断 し な く と も ホ ス ト 側
の 制 御 手 段 に よ り 、 排 卵 日 、 避 妊 期 間 、 妊 娠 可 能 期 間 、 生 理 日 の 予 測 な ど の 表 示 や 告 知 す
る 方 法 、 及 び グ ラ フ 表 示 す る 方 法 な ど で あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の 技 術 で は 、 一 般 的 に 行 わ れ て き た 口 中 計 測 で は 、 毎 朝 一 定 時 刻 に 起 床 し 、 活 動 を
始 め る 以 前 に 口 中 舌 下 に プ ロ ー ブ を 差 込 み 、 口 を 閉 じ た ま ま ５ ～ １ ０ 分 間 の 一 定 時 間 横 臥
し た 状 態 で の 計 測 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。 こ の 計 測 は 使 用 者 が 能 動 的 に 行 う 以 外 に は な
く 、 継 続 的 な 計 測 に は 使 用 者 に 非 常 な 苦 痛 と 煩 わ し さ を 強 い る も の で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 一 般 的 に 実 用 化 さ れ て は い な い が 、 就 寝 時 に 腹 部 や 頭 部 、 ま た は 腕 な ど に ベ ル ト
等 で 装 着 す る 方 法 や 、 医 療 分 野 で は プ ロ ー ブ を 皮 膚 に 貼 り 付 け 深 部 体 温 を 計 測 す る 方 法 も
従 来 の 技 術 と し て 知 ら れ て い る 。 こ れ ら の 装 着 法 は 使 用 者 の 睡 眠 を 妨 げ る ス ト レ ス と な る
と と も に 、 身 体 に 機 器 を 装 着 す る こ と 自 体 へ の 抵 抗 感 も 大 き い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 来 、 基 礎 体 温 情 報 は 女 性 な ら 誰 も が 、 安 価 に 副 作 用 の 心 配 も な く 、 そ の ホ ル モ ン バ ラ
ン ス を 手 軽 に 知 る 方 法 と し て 利 用 で き る は ず の も の に も か か わ ら ず 、 計 測 お よ び 継 続 の 困
難 さ か ら 、 強 い 動 機 と 意 志 の あ る 使 用 者 の 利 用 に 限 定 さ れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 上 述 し た 従 来 技 術 の 問 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 毎 朝 定 時
に 基 礎 体 温 計 測 を 行 う 煩 わ し さ や 毎 晩 機 器 を 装 着 し て 眠 る こ と の ス ト レ ス や 抵 抗 感 を 解 消
で き る の 装 着 式 体 温 測 定 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 述 し た 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 １ の 発 明 に よ る 体 温 測 定 装 置 は 下 着 内 部 に 設 け
ら れ た ポ ケ ッ ト に 収 納 し て 装 着 可 能 な 形 状 と 、 熱 流 補 償 構 造 を 採 用 し た 。 体 温 測 定 装 置 は
皮 膚 に 直 接 接 触 し な い こ と で 装 着 時 の 違 和 感 を 軽 減 し 、 体 温 測 定 装 置 に 設 け ら れ た 温 度 検
出 手 段 で 測 定 就 寝 中 に 自 動 的 に 計 測 し 、 ま た 温 度 検 出 手 段 で 測 定 さ れ る 温 度 デ ー タ の 記 憶
手 段 を 備 え る こ と で 就 寝 中 の 深 部 体 温 を 自 動 的 に 記 録 す る 構 成 と し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の よ う に 構 成 し た こ と に よ り 、 使 用 者 は 体 温 測 定 装 置 を 装 着 し て 就 寝 す る こ と が で き
る 。 ま た 熱 流 補 償 構 造 の 採 用 に よ り 身 体 組 織 深 部 の 温 度 と 平 衡 す る ま で 加 温 さ れ る の で 、
熱 的 に 安 定 し た 時 点 で の 深 部 温 度 に 等 し い 温 度 を 求 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ３ お よ び 請 求 項 ４ の 発 明 は 、 就 寝 中 の 体 温 計 測 時 刻 を 決 定 す る た め の も の で あ る
。 熱 流 補 償 を 連 続 し て 行 う と 多 く の 電 力 量 を 必 要 と す る が 、 低 消 費 電 力 構 造 と す る た め 、
加 温 開 始 時 刻 な ら び に 温 度 検 出 手 段 で 測 定 さ れ る 時 刻 は 内 蔵 さ れ る 加 速 度 セ ン サ と 時 刻 を
計 時 す る タ イ マ に よ り 決 定 さ れ る 。 基 礎 体 温 と は 、 精 神 的 ・ 肉 体 的 体 温 変 動 因 子 を 可 能 な
限 り 取 り 除 い た 状 態 で 測 定 し た 体 温 の こ と で あ る が 、 こ の 構 造 の 採 用 に よ り 入 眠 か ら 一 定
時 間 が 経 過 し 加 速 度 セ ン サ に よ り 安 静 状 態 を 保 っ て い る 測 定 タ イ ミ ン グ を 特 定 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ４ お よ び 請 求 項 ５ の 発 明 は 、 測 定 部 と 表 示 部 を 別 々 の 端 末 と し て 分 け る こ と で 測
定 装 置 を で き る 限 り 小 さ く 薄 い 構 造 と す る こ と を 可 能 に し て い る 。 こ の こ と は 就 寝 時 の ス
ト レ ス を 軽 減 す る こ と や 機 器 装 着 の 抵 抗 感 を 軽 減 で き る 。 ま た 、 情 報 表 示 装 置 は 計 測 し た
体 温 情 報 を 視 覚 情 報 あ る い は 音 声 情 報 と し て 外 部 に 出 力 可 能 で あ る こ と か ら 、 今 ま で 婦 人
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体 温 計 を 利 用 す る こ と が 不 可 能 で あ っ た 視 覚 障 害 者 が 利 用 可 能 と な る 。 ま た 、 接 触 ま た は
非 接 触 の 磁 気 ま た は 光 を 媒 体 と す る 通 信 の 情 報 伝 達 手 段 の 採 用 に よ り 、 複 雑 な 形 状 を 持 つ
コ ネ ク タ の 接 続 が 困 難 な 視 覚 障 害 者 も 利 用 可 能 と な り 、 健 常 者 も 利 用 し や す い 接 続 手 段 と
な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ６ の 発 明 で は 、 情 報 表 示 装 置 は 同 時 に 保 管 庫 と し て の 機 能 を 有 す る こ と か ら 、 非
計 測 時 の 紛 失 や 汚 れ を 防 止 す る こ と が で き る 。 さ ら に 収 納 時 に 同 時 に 体 温 計 測 装 置 に 充 電
を 行 う こ と が 可 能 な 構 造 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ７ の 発 明 で は 、 情 報 表 示 装 置 は 体 温 計 測 装 置 を 収 納 時 に 体 温 程 度 に 保 温 す る 構 造
と し て い る 。 こ れ に よ り 、 使 用 者 が 体 温 よ り 冷 た い 機 器 を 装 着 す る 不 快 感 を 軽 減 す る こ と
が で き 、 さ ら に 熱 流 補 償 の た め の 加 温 量 は 少 な く な り 、 体 温 計 測 装 置 の 消 費 電 力 を 低 減 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ８ の 発 明 で は 、 前 記 体 温 測 定 装 置 収 納 時 に 前 記 情 報 表 示 装 置 が 計 測 セ ン サ の 校 正
を 行 う 構 造 に し た こ と に よ り 、 出 荷 時 に 行 う 器 差 の 校 正 工 程 の 省 略 が 可 能 と な る 。 ま た 、
計 測 セ ン サ の 経 時 的 ず れ を 日 々 修 正 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ９ の 発 明 で は 、 前 記 体 温 測 定 装 置 収 納 時 に 前 記 情 報 表 示 装 置 が 電 池 消 耗 レ ベ ル を
表 示 す る こ と が 可 能 と な る 。 こ の 際 、 請 求 項 ５ の よ う に 視 覚 情 報 ま た は 音 声 情 報 で 出 力 が
で き る た め 、 視 覚 障 害 者 も 電 池 消 耗 レ ベ ル を 確 認 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 １ ０ の 発 明 で は 、 使 用 者 が 体 温 情 報 に 付 随 す る 個 人 情 報 を 入 力 す る こ と が 可 能 と
な る 。 こ の こ と に よ り た と え ば 女 性 の ホ ル モ ン バ ラ ン ス を 把 握 す る 上 で 、 体 温 情 報 に 加 え
て ホ ル モ ン バ ラ ン ス に 関 す る 様 々 な 情 報 を 保 存 可 能 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 １ １ の 発 明 で は 、 た と え ば 携 帯 電 話 を 使 用 し た デ ー タ 通 信 を 利 用 し 、 ホ ス ト デ ー
タ サ ー バ に 長 期 間 に わ た る 計 測 デ ー タ や 付 随 す る 個 人 デ ー タ を 蓄 積 す る こ と が 可 能 と な る
。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 計 測 手 段 と 情 報 表 示 手 段 を 分 離 す る こ と に よ り 、 就 寝 中 の 装 着 に ス ト レ ス や 抵 抗 を 軽 減
し 、 ま た 熱 流 補 償 構 造 の 採 用 に よ り 身 体 深 部 温 度 を 計 測 可 能 な 構 造 を 実 現 し た 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま ず 、 図 １ は 本 発 明 実 施 例 の 体 温 測 定 装 置 １ の 断 面 図 で あ る 。 皮 膚 側 計 測 面 に 測 温 素 子
１ Ｂ を 配 し 、 反 対 側 に 熱 流 補 償 の た め の ヒ ー タ １ Ａ を 配 し て い る 。 ま た 、 １ Ａ に 接 し て も
う ひ と つ の １ Ｂ 、 コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト １ Ｃ 、 充 電 池 １ Ｇ 、 加 速 度 セ ン サ １ Ｈ に よ っ て 大
略 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ２ は 熱 流 補 償 の た め の ヒ ー タ １ Ａ を フ レ キ シ ブ ル 基 板 を 用 い て 作 成 し 配 し た 様 子 で あ
る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ３ は 就 寝 用 ブ ラ ジ ャ ー ２ の 正 面 を 表 し て い る 。 使 用 者 は 就 寝 時 、 体 温 測 定 装 置 用 収 納
ポ ケ ッ ト ２ Ａ に 体 温 測 定 装 置 １ を 挿 入 し て 床 に 就 く 。 な お 、 ２ Ａ は ブ ラ ジ ャ ー の ほ か に シ
ョ ー ツ に 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ５ の よ う に 装 着 後 １ Ｈ 加 速 度 セ ン サ が 入 眠 を 確 認 し １ Ｄ タ イ マ が 計 時 を は じ め る 。 一
定 時 間 の 経 過 後 、 １ Ｈ は 使 用 者 の 動 き が な く 熟 睡 状 態 で あ る こ と を 確 認 し 、 加 温 開 始 指 示
を 出 す 。 １ Ａ 加 温 ・ 断 熱 構 造 は 加 温 を 開 始 し 、 １ Ｂ の ２ つ の 測 温 素 子 （ 温 度 検 出 手 段 ） の
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温 度 が 一 致 す る よ う に 加 温 構 造 の 電 流 を 制 御 し た 状 態 で 十 分 時 間 が 経 過 す れ ば 、 身 体 深 部
と 体 温 測 定 装 置 と の 熱 流 が な く な り 測 温 素 子 の 温 度 は 身 体 深 部 の 温 度 と 一 致 し た と 判 断 し
温 度 を 計 測 、 １ Ｅ 記 憶 部 に 記 憶 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ４ は 情 報 表 示 装 置 ３ の 断 面 図 で あ る 。 使 用 者 は 起 床 後 、 基 礎 体 温 測 定 装 置 保 管 部 ３ Ａ
に 体 温 測 定 装 置 １ を 挿 入 す る こ と で 、 出 力 手 段 １ Ｆ に よ り 基 礎 体 温 情 報 を 接 触 ま た は 非 接
触 の 磁 気 ま た は 光 を 媒 体 と す る 通 信 手 段 に お い て 自 動 的 に 伝 達 す る 。 伝 達 後 は 自 動 的 に １
Ｅ の メ モ リ を ク リ ア す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ６ の よ う に 伝 達 さ れ た 基 礎 体 温 情 報 は ３ Ｂ の デ ィ ス プ レ イ に 温 度 表 示 さ れ る と と も に
、 操 作 ボ タ ン ３ Ｃ の 操 作 で 音 声 情 報 と し て 確 認 す る こ と も で き る 。 ま た 使 用 者 は 、 ３ Ｃ の
操 作 に よ り 月 経 開 始 日 や 飲 薬 ・ 飲 酒 な ど の 個 人 情 報 を 入 力 す る こ と が で き る 。 ３ に お い て
体 温 情 報 と 個 人 情 報 は 一 定 短 期 間 蓄 積 ・ 管 理 さ れ 分 析 結 果 は ３ Ｃ の 操 作 に よ り グ ラ フ 表 示
等 の ア ウ ト プ ッ ト を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 通 信 機 器 接 続 手 段 ３ Ｄ に 携 帯 電 話 ま た は PＨ S、 パ ソ コ ン な ど を 接 続 し ３ Ｃ の 操 作 に
よ り 、 ホ ス ト サ ー バ ー に 基 礎 体 温 情 報 と 個 人 情 報 を 送 信 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 体 温 測 定 装 置 １ か ら 情 報 表 示 装 置 ３ へ の デ ー タ 伝 達 後 は 、 ホ ス ト デ ー タ サ ー バ と の デ ー
タ 送 信 の 有 無 に か か わ ら ず 、 ３ は １ の 保 管 を 行 う と と も に 、 接 触 ま た は 非 接 触 の 磁 気 ま た
は 光 を 媒 体 と す る 通 信 方 法 で 充 電 池 １ Ｇ に 充 電 を 行 う 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 就 寝 中 、 ス ト レ ス を 感 じ る こ と な く 自 動 的 に 計 測 が で き る こ と で 、 長 期 的 な デ ー タ 収 集
が 容 易 に な り 、 計 画 的 な 妊 娠 や 避 妊 の 手 段 と し て だ け で な く 、 広 く 女 性 が 自 身 の ホ ル モ ン
バ ラ ン ス を 捉 え る 方 法 と し て 利 用 可 能 と な る 。 さ ら に 音 声 に よ る ア ウ ト プ ッ ト 機 能 を 持 た
せ る こ と で 、 今 ま で 音 声 対 応 婦 人 体 温 計 が な い こ と か ら 、 そ の 利 用 が 不 可 能 で あ っ た 視 覚
障 害 者 も 利 用 で き る 婦 人 体 温 計 と な り え る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 装 着 式 の 計 測 器 は 、 基 礎 体 温 計 測 分 野 の み に 限 ら ず 、 心 拍 や 体 温 変 動 な ど 長 期 的
な デ ー タ 収 集 が 必 要 な 用 途 に も 適 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る 温 測 定 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 体 温 測 定 装 置 の 熱 流 補 償 構 造 の ヒ ー タ お よ び 測 温 素 子 の 配 置 実 施 例 を 示 す 説 明 図
で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 体 温 測 定 装 置 装 着 の 実 施 形 態 と し て 、 就 寝 用 ブ ラ ジ ャ ー に 設 け ら れ た ポ ケ
ッ ト に 収 納 し た 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 体 温 測 定 装 置 を 挿 入 す る 実 施 形 態 と 、 情 報 表 示 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 体 温 測 定 装 置 の 装 着 か ら 計 測 、 デ ー タ 送 信 の 流 れ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 体 温 測 定 装 置 が 情 報 表 示 装 置 に 情 報 を 伝 達 、 さ ら に ホ ス ト デ ー タ サ ー バ に 情 報 を
送 信 す る 流 れ を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
１ 　 体 温 測 定 装 置
１ Ａ 　 熱 流 補 償 の た め の ヒ ー タ
１ Ｂ 　 測 温 素 子 （ 温 度 検 出 手 段 ）
１ Ｃ 　 コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト （ デ ー タ 読 み 込 み 手 段 ）
１ Ｄ 　 タ イ マ
１ Ｅ 　 記 憶 部
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１ Ｆ 　 温 度 情 報 出 力 手 段
１ Ｇ 　 充 電 池
１ Ｈ 　 加 速 度 セ ン サ
２ 　 就 寝 用 ブ ラ ジ ャ ー
２ Ａ 　 体 温 測 定 装 置 用 収 納 ポ ケ ッ ト
３ 　 情 報 表 示 装 置
３ Ａ 　 体 温 測 定 装 置 保 管 部
３ Ｂ 　 表 示 デ ィ ス プ レ イ
３ Ｃ 　 操 作 ボ タ ン
３ Ｄ 　 通 信 機 器 接 続 手 段
４ 　 携 帯 電 話 ま た は Ｐ Ｈ Ｓ
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 １ 】
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